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調査期間  2013年2月～3月 
調査対象  民医連加盟事業所の患者で生活保
護受給者 
調査方法  聞き取り式 
調査人数  67（男性41、女性26 長野県)  








表1 性別  （n＝67) 
性別 実数 ％ 
男  41 62 









 表2 世帯構成（n＝67) 
世帯形態 実数 ％ 
単身 42 63 
夫婦のみ 11 16 
親子 9 13 
その他 5 8 
（出典 表1に同じ) 
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金額 実数 ％ 
0円 31 46 
1000円以下 4 6 
2000円以下 5 7 
3000円以下 5 7 
10000円以下 5 7 
10001円以上 2 3 
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しては、窓口での申請書さえ渡そうとしない「水
際作戦」が横行し、60歳を過ぎた者に対しても「稼
働年齢」だからといって「働け、働け」という強
い圧力がかかることが懸念される。現状において、
こうした法律の施行が現実となり、より厳しい環
境を生み出すのではないだろうか。 
生活困窮者自立支援法によって「事業」として
一定の予算が確保されるようであるが、「生存権保
障は公的責任である」という問題意識を持たず、
安易に「予算」が付くからといってこうした事業
の担い手になり、生活困窮者は「就労」すること
こそが最優先課題として位置づけるような支援に
なってしまうことは、「自立の助長」を標榜し生活
の基盤を作り自立をめざそうとする生活保護法の
理念とは相いれない本末転倒の事態になることを
懸念する。特に、「ブラック企業」といわれる過酷
な労働条件下で働かされる企業が社会問題化する
中で、生活保護からの「脱却」あるいは生活保護
に「落ちない」ように利用され、場合によっては
「生活訓練」と称し半ば「ボランティア」のように
最低賃金以下でも働いてもらうことができる「中
間的就労」の課題は大きい。 
社会福祉士として今こそ「倫理綱領」の理念に
立ち戻り今後の動向を注視し、「生存権」の危機に
どう向き合っていくのかを改めて問い直さなけれ
ばならない。 
 
 
付記 
 本稿は、2013年に開催された長野県社会福祉士
会主催の福祉まるごと学会プレイベント及び福祉
まるごと学会において提言者、シンポジストとし
て報告した原稿に加筆修正を加えたものである。 
 
 
 
注 
 
1)小椋喜一郎「第2部 第1章 社会福祉士の評価」
宮田和明・加藤幸雄・牧野忠康・柿本誠・小椋
喜一郎編集『社会福祉専門職論』中央法規、2007
年、107頁 
2)社団法人日本社会福祉士会編『改訂 社会福祉
士の倫理 倫理綱領実践ガイドブック』中央法
規、2009年、16頁 
3)同、17頁 
4)2012年から吹き荒れた執拗な生活保護バッシン
グと生活保護基準の引き下げを前提とした「改
革」に対して長野県民主医療団体連合会が、県
内の事業所関連の生活保護を受給している患者
の生活実態を把握するために実施した調査の結
果が『すべての人が等しく尊重される社会のた
めに「2013年生活保護受給者の生活実態調査報
告」』としてまとめられている。本稿では、特に
「当事者の声」の部分を中心に考察対象としてい
る。 
5)長野県民主医療連合会『すべての人が等しく尊
重される社会のために 「2013年生活保護受給
者の生活実態調査報告」』2013年、9-10頁 
6)同、13頁 
7)同、21-22頁 
8)同、23-24頁 
9)同、24-25頁 
10)日本社会福祉士会監修『社会福祉士まるごとガ
イド 第3版』ミネルヴァ書房、2009年 
11)日本社会福祉士会『社会福祉士（リーフレット)』 
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